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《短　報》

拡張型心筋症における1231－MIBG心筋SPECTの臨床的意義

山崎　純一一＊　　細井　宏益＊

山科　昌平＊　　南條　修二＊

岡本　　淳＊＊　大沢　秀文＊＊

山科　久代＊　　蒲野　俊雄＊

松川星四郎＊　森下　　健＊

　要旨　βプロッカー療法中の拡張型心筋症（DCM）を対象に，　MIBG心筋SPECTを施行し，得られた画

像と心エコー図から算出した心機能の変化を比較検討した．対象は厚生省診断の手引きに基づき，確定診断

したDCM男性7例（57．7土10．2歳）である．　MIBGを111MBq（3　mCi）静注し，20分後と4時間後に

心筋SPECTを撮像した．左室全周のwashout　rateはLVEFが10％以上改善した群（A群：n＝4）の

30．3土6．1％に比較し，10％末満に留まった不変群（B群：n－3）は40．7土L2％と有意に（P〈0．05）高値

が示された．B群では初期像，遅延像ともextent，　severity　scoreはA群に比し高い傾向が示された．　LVEF

とwashout　rateの間にr－－0．819（P＜0．05）の相関関係が得られた．またβプロッカー療法前後でのLVEF

の変化率とwashout　rateの間にr＝－0．969（P＜0．01）の相関関係が得られた．以上より，　MIBG心筋

SPECTはDCMの重症度評価や予後判定に有用である可能性が示唆された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（核医学31：373－377，1994）

1．はじめに

　1231－Metaiodobenzylguanidine（MIBG）はノル

エピネフリン（NE）と類似の構造式を有し，交感

神経末端においてNEとほぼ同様の挙動を示すと

考えられている．MIBGはKlineら1）により交感

神経機能のイメージング剤として臨床応用されて

以来，各種心疾患に対する有用性が報告されつつ

ある2“－5）．その中で，拡張型心筋症（DCM）の重

症度や予後評価にMIBGが有用との報告も散見

される4”’7）．そこで，今回われわれはβプロッカ

ー療法中のDCMを対象にMIBG心筋SPECT
を施行し，Bull’s　eye法に基づきwashout　rate，

extent　score，　severity　scoreを算出し，心エコー図
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から測定した左室駆出率（LVEF）と比較検討し

た．

II．対　　象

　対象は厚生省の診断の手引きに基づき確定診断

したDCM男性7例（57．7土10．2歳）である．ま

た口本医大，聖路加病院，東邦大学の3施設で得

られた健常ボランティア15例（男性15例，平均

年齢32．5士4．9歳）を対照とした．

m．方　　法

　心不全症状が改善した後，βプロッカー（ニプ

ラジロール）を1．5mg／日より投与開始し，維持

量を9mg／日とした．投与期間は19．1士6．0か月

で，βプロッカー療法後，LVEFが10％以上改

善した4例を改善群（A群）とし，改善率が10％

未満であった3例を不変群（B群）とした．1231－

MIBGを111MBq（3　mCi）静注後，20分目と4

時間目に汎用コリメータを装着したPRISM－3000

（PICKER）にてSPECT像を撮像した．　Bull’s　eye

法に基づいた左室全周のwashout　rateならびに
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健常群のpolar　mapを基準としたextent　scoreと

severity　scoreを算出した．

IV．結　　果

　1．心エコー図による左心機能の評価

　βプロッカー療法後，DCM　7例のLVEFは
30．9土12．1％から45．1士20．1％と有意（P＜0．05）

に改善した．A群のLVEFは36．8±13．3％から

60．0土10．7％と有意（p〈0．05）な改善が示された．

　2．MIBG所見の比較
　A群におけるwashout　rateは30．3士6．1％で，

健常群15例の19．4士1．5％に比し有意に高値が示

された．またB群では40．7土1．2％とA群に比し

有意に高値が示された．extent　score，　severity

scoreは初期像，遅延像とも有意差はなかった

が，B群はA群に比し高い傾向が認められた
（Table　D．

　3．LVEFならびにLVEFの変化率（dLVEF）
　　とwashout　rateの比較

　LVEFとwashout　rateの間にr－－0．819（p＜

0．05）の相関関係が認められ，Y－－0．297X＋47．8

の一次回帰式が得られた．βプロッカー療法前後

での4LVEFとwashout　rateの間にr－－0．969

（P＜0．01）の相関関係が認められ，Y－－0．35X＋

43．5の一次回帰式が得られた（Fig．1a，　b）．

V．症例呈示

　症例156歳の男性（A群）で，心不全症状は

利尿剤や強心剤により改善したが，LVEFは22％

から24％と不変であった．3か月後からニプラ

Table　1 Comparison　of　washout　rate，　extent　and　severity　score　between　group　A　and　group　B

　　　　　　　　　　　　MIBG－SPECT

　　　washout　rate
　　　　　　　　　　　　　Ext．　score

A　　　　　30．3士6．1％†　　　　　　　　20．8：」：10．O

B40．7士L2％†＊　51．7土28．0
＊p＜0．05vs．　group　A，†p＜0．05　vs．　norma1

early delayed

Sev．　score　　　　　　　Ext．　score　　　　　　Sev．　score

13．8士9．3　　　　　　　　42．5土20．0　　　　　　　50．8土36．5

70．3土50．5　　　　　　　55．3±17．6　　　　　　　103．3土65．4

50

　
　
　
　
　
　
25

（e
）
O
］
馬
』
一
＝
O
＝
∪
り
儒
〉
’

O

Fig．1

MIBG

11＝7

r＝－0．81リ

v＝－0．297x＋47．8

p＜0．05

50

　
　
　
　
　
　
25

｛ぴ
）
O
一
雨
』
］
コ
O
‘
図
り
烏
〉
〉

MIBG

11＝7

1・＝－0．9（）9

y＝－0．35x＋43．5

P＜0．01

　　　　40　　　　　　　　80　　　0　　　　　　　　35
　　　LVEF（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　△LVEF（％）

　　　　　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

a：Relationship　between　LVEF　and　washout　rate　in　the　patients　with　DCM．

b：Relationship　between」LVEF　and　washout　rate　in　the　patients　with　DCM．
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Fig．2　1231－MIBG　polar　map　of　case　1．
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Fig．3　1231－MIBG　polar　map　of　case　2．
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ジロール1．5mgより投与開始し，22か月後

LVEFは54％まで改善した．　MIBG心筋SPECT

では下後壁に僅かな欠損が認められるに留まり，

washout　rateは24％であった（Fig．2）．

　症例263歳の男性（B群）で，βプロッカー

療法後もLVEFは23％から26％と改善は認め

られなかった．MIBG心筋SPECTでは下後壁を

中心に著明な欠損が認められ，初期像，遅延像と

もextent　score，　severity　scoreは高値を示し，

washout　rateも40％と高値を示した（Fig．3）．

機序として，カテコラミンによる心筋傷害の保護，

心筋β受容体のup－regulationなどが考えられて

いる．A群ではwashout　rateは高値を示さず，

これはβ受容体の増加により，交感神経機能が改

善したためと推察された．一方，B群ではwash－

out　rateは高値を示したが，βプロッカー投与に

もかかわらず，turnoverが充進していることが一

因と考えられた．今後症例を重ねることにより，

DCMの重症度評価はもとより，βプロッカーに

よる治療効果をも予期できる可能性があると思わ

れた．

VI．考　　案

　MIBGはNEのアナログとして，交感神経末

端に取り込まれるが，neuronal　uptake－1とpas－

sive・diffusionを介して交感神経末端のNE　stor－

age　vesicle内に取り込まれ，　exocytosisにより放

出される機序が考えられている1・8）．今回健常例

のpolar　mapを作成し，　DCMの初期像，遅延像

でのMIBGの取り込みを比較した．　Bull’s　eye表

示は相対的評価であるため，DCMでのMIBG

の取り込みを評価する場合，注意を要するが，B

群はA群に比し初期像，遅延像ともMIBGの取

り込みは低下傾向を示した．このことはB群では

交感神経末端へのuptake－1による摂取率も低下

しており，さらに洗い出しも充進しているためと

考えられた．DCMでは初期像に比し遅延像で

MIBGの心筋摂取率は低いとの報告が多い5’7）．

われわれの検討でもLVEFとwashout　rateとの

間に逆相関関係が認められ，B群ではwashout

rateが高値を示した．つまりDCMではNEの

turnoverが充進するが，同様の機序でMIBGの

洗い出しが充進し，遅延像でMIBGの取り込み

が低下することが考えられた4）．washout　rateは

心不全症例における交感神経機能を反映すると思

われるが，重症例では心筋画像が不明瞭であり，

washout　rate算出には注意を要する．βプロッ

カー療法前後でのLVEFの変化率とwashout　rate

との間で有意な相関関係が得られたことから，

MIBGがDCMの治療効果も反映する可能性が

示唆された．DCMに対するβプロッカーの作用

VII．結　　語

　1）今回βプロッカー療法中のDCMを対象と

してMIBG心筋SPECTを施行した．

　2）B群ではA群に比し，MIBGの取り込みは

低く，washout　rateは高値を示した．

　3）左心機能改善率とwashout　rateの間に有意

な相関関係が示された．これらの結果から，

DCMの重症度や予後評価にMIBGが有用であ
る可能性が示唆された．
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Summary

Clinica1　Meaning　of　’231－MIBG　Myocardial　SPECT

　　　　　in　Patients　with　Dilate《1　Cardiomyopathy

Junichi　YAMAzAKI＊，　Hiromitsu　Hosol＊，　Hisayo　YAMAsHINA＊，　Toshio　KABANo＊，

　　　　　　　　Shohei　YAMAsHINA＊，　Shuji　NANJo＊，　Seishiro　MATsuKAwA＊，

　　　　　Takeshi　MoRlsHITA＊，　Kiyoshi　OKAMoTo＊＊and　Hidefumi　OHsAwA＊＊

＊　First　Depart’nent　1〃「erna／Mθ∂どd〃e，0ん〃lor匡Hospital，　Tohoこi　7’γers’ty　School　oゾMedicine

　　　　　　＊＊lnter〃01ルfedicine，　Sak〃ra〃bぷZガrα1，　Toho　Un’verぷ∫’ノSchoo1｛ゾルledici〃e

　　MIBG－myocardial　SPECT　was　performed　on

patients　with　dilated　cardiomyopathy（DCM）
undergoing　treatment　withβblocker（Nipradilol）．

The　findings　of　MIBG－myocardial　SPECT　were

compared　with　the　changes　in　cardiac　function

obtained　by　echocardiograms．　The　patients
enrolled　in　the　study　were　seven　males　who　has

been　diagnosed　as　definitely　suffering　from　DCM

according　to　diagnostic　guidelines　provided　by　the

Ministry　of　Health　and　Welfare．　The　patients　were

aged　57．5土10．2　years．　Following　intravenous

administration　of　111　MBq（3　mCi）of　MIBG，

myocardial　SPECT　was　taken　20　minutes，　and

4hours　later．　The　washout　rate　of　the　left　ven一

tricular　wall　was　higher　in　the　unchanged　group

（40．7±1．2％）than　in　the　improved　group（30．3土

6．1％）．Both　the　early　and　delayed　images　showed

higher　extent　and　severity　scores　fbr　the　unchanged

group　than　for　the　improved　group．　A　correlation

of　LVEF　with　the　washout　rates　was　demonstrated

（r＝－0．819，p＜0．05）．　A　correlation　was　also

observed　between　the　variations　in　LVEF　before

and　after　6　blocker　therapy　with　the　washout　rates

（r＝－0．969，p＜0．01），　MIBG－myocardial　SPECT

suggested　possibility　of　the　evaluation　of　severity

and　prognosis　in　the　patients　with　DCM．

　　Key　words：1231－MIBG　myocardial　SPECT，

Dilated　cardiomyopathy，　Nipradilol（βblocker）．
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